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【背景】 

近年、ＢＡＧ診断において逆行性血管造影（ＢＡＧ）に加えてＶＡ検査にドッ

プラー超音波（ＵＳ）が汎用されるようになり、ＰＴＡの事前診断・効果判定

への応用が期待される。 

 

【目的】 

ＰＴＡの前後にＢＡＧとＵＳ両者を施行し得た 30 例において、狭窄部位の同定

とＰＴＡによる拡張の確認の相補性を検討する。 

 

【対象・方法】 

ＰＴＡの前後にＢＡＧとＵＳ両者を施行し得た 30 例について、狭窄部位の同定

とＰＴＡによる拡張の確認の相補性を調査した。 

 

【結果】 

ＢＡＧで局所診断できずＵＳで診断可能であったＰＴＡ適応の狭窄は 30 例中 6

例 9 ヵ所であった（腋か・鎖骨下静脈を除く）。また、ＰＴＡ時に拡張と判断し

た部位でＵＳでは拡張不十分であった部位は 8 例 10 ヵ所であった。 

 

【考案】 

ＢＡＧで発見できなかった狭窄部位の同定がＵＳで 10％可能であった。また、

ＰＴＡ時に完全拡張と判断した部位での拡張不十分が術後に 20％であった。Ｖ

ＡのＵＳは習熟すれば短期間での施行可能で、できれば両者の併用が望ましい

と思われた。 

 


